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加野泰男博士採集の富山湾産自由生活等脚目甲殻類章

布村昇
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〒939-8084富山県富山市西中野町1-8-3：

Free-livmgMarinelsopodCrustaceanScoⅡectedbyDr･KanofromToyamaBay，theSeaofJapan

NoboluNunomura

ToyamaScienceMuseum

l-8-31Nishinakano-machi，Toyama，939-8084Japan

Dr・YasuoKano，oftheUozuAquarium，hadcollectedaseriesofspeclmensofma-

rineisopodcrustaceans廿omToyamaBay，Thenhegavemeachancetoexaminethe

lsopodspeclmens・Succeedingtotheprevlouspaper（YamauchiandNunomura,2010)，皇

willreport廿ee-livingspecies，Astheresultofmysmdy，theyprovedtoinclude7spe‐

ciesbelongingto5families；Amongthem，〃αz"･“〃α‘W叩加jsRichardsonand

〃脚"o"αノ”o"jcaRichardsonal･eredescribed．

Keywords：Isopoda〃碗"o"αノ叩o"jca,4ﾉ℃rz"scr“s/”加応ToyamaBay，redescripton
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富山湾の海浜や浅海の等脚目甲殻類については

Nunomura（1985)，布村・宮本（1991）などがあり，

隣接する石川県でも布村(1988)があったが，潮間帯と

砂浜の亜潮間帯が主であった。加野泰男博士（魚津水

族博物館）によって採取された魚津市を中心とした富

山湾産等脚目甲殻類標本が富山市科学博物館（当時富

山市科学文化センター）に寄贈され，そのうちすでに

公表された魚類寄生性のウオノエ類（Yamauchianご

Nunomura，2010）を除く自由生活性の等脚目甲殻類

の種類を調査して，5科7種を確認した。この中には上

記の報告に含まれないやや深いところでとれる種類も

多い。また，付属肢の形態の記載があまりされたこと

のなかった〃脚"o"αノ叩o師caRichardson，"c〃r"S

c『“sjSp加jsRichardsonの2種についてその付属肢の形

態を報告する。調査した標本はいずれも富山市科学博

物館に保管されている．

等脚目OrderIsopoda

ウオノエ亜目Cymothoida

スナホリムシ科Cirolanidae

*富山市科学博物館研究業績第405号
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ヤマトスナホリムシMzm”〃"αノ”0"g"”（Richard‐

Son，1904）

[調査標本］5早早魚津市青島沖刺網水深40m～50m仁

光丸1993年5月30日；l早魚津市青島沖刺網の海藻中，

仁光丸19840407；l早魚津市青島沖刺網の海藻中，仁

光丸1986年11月5日採集。

ニセスナホリムシα'0Jα"〃んαr/br‘ガノ”0"jcaThieIe‐

mann，1910

[調査標本］2早早魚津市本町（魚津水族館裏）水深2,,

1975年8月12日採集。

コツブムシ亜目SPhaeromatidia

コツブムシ科Sphaeromatidae

フトトゲコツブムシQ'"'”oceac"mRichardson

l904

[調査標本］7c?J1早魚津市道下川魚津港西側防波堤，

道下海人テングサ水深4m～5,,1985年6月10日採集。

チビウミセミH0/”eZso〃"6”“ﾉamsRichardson．
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[調査標本］l早魚津市魚津港側防波堤外テングサ水深

5,,1985年6月19日採集。

オニナナフシ科Arcturidae

オニナナフシ47α”"s”“魂SP加応Richardson，1909

（図1）

[調査標本］l早日本海中部，水深400m橋本丸バイカ

ゴ採集。1978年5月16日。

[メス再記載］体長は体幅の6.2倍になる。色彩は薄い

黄色。頭部には前側縁が突出し，中央部は湾入する。

また背面にl対の突起がある。胸部は第3節が最大で，

わずかに膨らみ，各体節背面にl対の突起がある。腹

尾節は2節が分離している。側方にl対の突起があり，

ヘラムシ亜目Valvifera

ヘラムシ科FamilyIdoteidae

イソヘラムシα“""ejmな”“（Miers，1881）

[調査標本］2331早，氷見市大境漁港の岸壁の石の

裏側1977年3月1日採集ラlc7魚津市魚津漁港の岸壁の

石の裏側，1979年1月29日，採集；53c75早早，魚津市

経田魚津漁港の岸壁の石の裏側，1987年1月22日採集。

１図
Ａ

オニナナフシArc畑,“C'“s坤加なRjC向”伽｡"，1909

訂観；B，第1触角；C，大顎；D，第1小顎基節内葉

第1～第5腹肢；S，尾肢（全てメス標本）

A，側面観；B，第1触角；C，プ

N－R，第1～第5腹肢；S，尾肢

E，第2小顎；E顎脚；G－M第1-7胸脚享
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その背面にもl対の突起がある。後端には浅い凹みが

ある。第1触角（図1B）は短く，3柄節とl鞭節の計4

節からなる。第2触角は長く，体長の17倍の長さがあ

り，5柄節とl鞭節からなる。右大顎（図lC）の門歯

状突起は3歯.可動葉片は2歯列，2本の刺列があり，臼

歯状突起は広い。左大顎の門歯状突起には3歯。可動

葉片は3歯，2本の刺列があり，臼歯状突起は広い。第

1小顎の底節内葉は4本の羽状剛毛，基節内葉（図1，）

には12本の単純な歯がある。第2小顎（図1E）の底

節内葉は約26本の羽状剛毛と約20本の単純な剛毛があ

る。基節内葉は2つに別れ，それぞれ10本と4本の剛毛

がある。顎脚（図1F）髪は5節からなり，内縁に多

数の毛がある。基節内葉は先端が丸い。

第1胸脚（図lG）は後続の6対に比べて著しく短い。

基節と座節はほぼ同長。長節は座節よりやや長い。腕

節は長節の3分の2の長さ。前節は長節とほぼ同長で内

縁付近のみならず側方にも生えている。指節は前節の

15％の長さで，指節の06倍程度の長さの爪をもつ。

第2胸脚（図lH）は長く，第1胸脚の約3倍で，内側

末端に多数の長い剛毛をもつ。基節は比較的長く，長

さは幅の5倍。座節は基節の約55％の長さで，内側に

多数の長い剛毛をもつ。腕節は座節の15倍で，内側

に多数の長い剛毛をもつ。前節は腕節の0.85倍の長さ

で，内側に多数の長い剛毛をもつ。指節を欠く。

第3胸脚（図11）は第2胸節よりもやや短い。基節

は比較的短く，内縁末端付近に剛毛が密生する。座節

は基節より短く，内縁に長い剛毛がある。長節は座節

の22倍程度の長さがあり，内縁に長い剛毛がある。

腕節はさらに長く，長節の13倍の長さがあり，内縁

に長い剛毛がある。前節は腕節とほぼ同じ長さ。指節

を欠く。

第4胸脚（図1J）は前の3対と同じく前を向いていて，

長いが，剛毛が前より数が少ない。基節の長さは幅の

3倍。内縁に末端付近に4本の剛毛を持つ。座節は基節

の045倍で，内縁に5-6本の長い剛毛がある。座節の

14倍の長さで内縁に長い剛毛がある長節はほぼ同じ

長さ。腕節は長節より若干長く，内縁に長い剛毛があ

る。前節は長節の085倍。指節を欠く。

第5-7胸節は前の4対と異なり，後ろ向きにつき，歩

行用である。第5胸脚（図1K）：基節は長く，幅の45

倍。座節は基節のQ7倍の長さ。長節は座節の05倍の

長さ。腕節は長節よりやや短い。前節は腕節の18倍

の長さ。指節は二叉する。

第6胸脚（図lL）は第5胸脚の約65％の長さ：基節

は長く，幅の34倍，外縁に3本の太い座節は基節の

Q7倍の長さで先端中央部が突出している。長節は座

節の07倍の長さ。腕節は長節より，やや長い。前節

腕節の14倍の長さ。指節は二叉する。

第7胸脚（図1M）は第6胸脚基節は短く，長さは幅

のL3倍で2本の剛毛を外側の先端にもつ。座節は基節

の14倍の長さ。長節は短く，座節の45％の長さ。腕

節は長節の13倍の長さ。前節は腕節の17倍の長さ。

指節は2叉する。

第1腹肢（図1N）は原節，内肢と外肢は長方形ほぼ

同長，その長さは幅の7倍，また原節長の18倍，第2

腹肢（図lo）は原節，内肢と外肢は長方形ほぼ同長，

その長さは幅の4倍，また原節長の27倍。第3-5腹節

(図lP-R）は披針形。尾肢（図lS）は長い披針形。原

節は特に長く全体の90％を占める。内肢は三角形。外

肢は小さく，内肢の04倍の長さ。

[コメント］原記載では背面観が示されているが，付

属肢の形態が記載されておらず，Menzies（1954）や

Kussakin（1982）の再記載でも全付属肢の記載がそろっ

ていなかったので，メス個体の付属肢の形態を示した。

キクイムシ亜目Limonoriidea

キクイムシ科Limonoriidae

（図2）

二ホンキクイムシ〔新称〕〃'""0"αﾉ”0"j“Richard‐

Son，1909

[調査標本］6c735早早，魚津市沖の網にかかった沈

木中，19875年1月21日採集。

オス再記載：体長は7.5mm・体幅の3倍になる。色

彩は薄い黄色。頭部は丸い。各眼は15-16個眼からな

る。胸部ならびに腹部の両側はほぼ平行。腹尾節は丸

く，中央部に3個の丸い突起がある。

第1触角（図2B）は4節，第2触角(図.2C)は7節か

らなり，両方の先端は剛毛に密に覆われる。

右大顎（図2,）の門歯状突起は1歯。可動葉片は

l歯，臼歯状突起は。髪は3節からなり，第2節に2-5

本，第3節内縁に7-10本の剛毛がある。第1小顎の底節

内葉（図2E）は4本の羽状剛毛があり，基節内葉（図

2F）は10本の歯があるが多くは鋸歯状。第2小顎（図

2G）底節内葉に8本の剛毛，基節内葉のそれぞれの枝

に3本と2本の剛毛がある。顎脚（図2H）の基節内葉

で先端の鈎刺は1本，髪は5節あり，最終節は小さい。

第1胸脚（図21)。基節の長さは幅の2倍で内縁末端

に1本の岡'1毛がある。座節は基節のほぼ半分の長さ。

長節は座節のほぼ半分の長さ。腕節は長節よりやや短

く三角形。前節は基節の45％の長さで内縁に3本の剛

毛があるが，最終の1本は長く，鋸状。

第2胸脚は（図2J)。基節は比較的太く，長さは幅の

員
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ほぼ2倍。座節は基節のほぼ60％の長さで内縁には波

状。長節は座節の0.25倍の長さ。腕節は長節とほぼ|司

じ長さだが，’幅は明瞭に狭い，前節は腕節の15倍の

長さ。

第4胸脚（図2L）は第3胸脚よりやや短い。基節は

ほぼ29倍。座節は基節のほぼQ7倍の長さ。長節は座

節の045倍の長さ。腕節は短く，長節の0,4倍の長さ，

腕節は三角形。前節は腕節の2倍～23倍の長さで内縁

に剛毛が多く見られる。

第3胸脚（図2K)。基節は比較的太く，長さは幅の
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図2二ホンキクイムシ〔新称〕L”"”〃ノ〃01"“RichardS0n，1909

A，背面観；B第1触角；C，第2触角；、大顎；E第1小顎底節内葉；F

顎脚；I-O，第1-7胸脚；P，ペニス；Q，第1腹肢；R，第2腹肢；S，尾肢

第1小顎基節内葉；G，第2小顎；H

(全て魚津市沖産オス）
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比較的太く，長さは幅のほぼ2倍。座節は基節のほぼ

2/3の長さ。長節は座節の05倍の長さで後側縁は突き

出る。腕節は短く，長節とほぼ|司長，前節は腕節の2

倍～23倍の長さ。

第5胸脚（図2M)。基節の長さは幅の14倍。座節は

基節のほぼ80％の長さがあり，末端部で外側に張り出

す。長節は座節の04倍の長さ。腕節は短く，長節のQ

4倍の長さ，前節は腕節の33倍の長さ。

第6胸脚（図2N)。基節は比較的太く，長さは幅の

ほぼ16倍。座節は基節のほぼ75％の長さ。長節は座

節の05倍の長さで，末端部で外側に張り出す。腕節

は短く，長節とほぼ同長であるが幅は，Q6倍で，そ

の内縁と末端に前節は腕節の20倍～23倍の長さ。

第7胸脚（図20）：基節の長さは幅の4倍あり，内縁

末端に2本の比較的長い剛毛をもつ。座節は基節

の08倍の長さであり，内縁に7-10本の短い剛毛をも

つ。長節は座節のQ7倍の長さで，先端に向かって広

がり，末端には1列の剛毛を持つ。腕節は小さく前節

の0,2倍の長さしかなく，先端に8-10本の鋸状の岡'1毛

を持つ。前節は長節の08倍の長さ。

ペニス（図2P）は対を成し，各々の長さは幅の7倍。

第1腹肢（図2Q）原節は長方形で内縁に内肢は長

い披針形，外肢は楕円形で約50本の岡'1毛がある。

第2腹肢（図2R）原節は低く，2本の交尾釣がある。

内肢は長方形。交尾針は先端に向かって針状にとがり

内肢長さの25％程度ほど超える。外肢は内肢より幅が

広く周縁に本の剛毛を持つ。

第3腹肢の原節は小さい。内肢は長方形で末端には7‐

8本の岡'1毛があり，外肢は広卵形で38-40本の岡'1毛があ

る。

第4腹肢-第5腹肢の原節は小さい長方形，内肢は長

方形で末端には9-10本の剛毛があり外肢には剛毛がな

い。

尾肢（図2S）の原節は長く，’幅の26倍。内縁の末

端付近は波打っており先端の内肢と外肢の中間は突

出している。内肢は小さく三角形，外肢は比較的長く

原節の2/3の長さその先端には多数の剛毛がある。

体長80mmの抱卵雌では第1-5胸節腹面に育房が形

成され，抱卵数は16個であった。

[コメント］原記載では背面観が示されているが．付

属肢の形態が記載されなかったので，メス個体の付属

肢の形態を示した。椎野（l958a，l958b，1961,

1965）布村（1995）でL/"7"o"α〃g"oIw"’Rathkeとさ

れている動物は本種と考えられる．L"""o"α/“o"jca

は石川県七尾沖から採取された標本を基に記載された

R5

が，Richardson（1909）の原記載やMenzies（1954）

が参考にされていなかったためか，長い間ヨーロッパ

種のL/"7"o"α〃g"o(‘"’Rathkel799，と同定されてい

たと考えられる。少なくとも本コレクションの標本は

/〃o"/cαであり，〃g"oﾉw"?ではない。

なお，「キクイムシ」という和名は/jg"｡""”という

種に与えられた名称なので，Lj","｡"αノ叩｡"/Caには

新しい和名の「二ホンキクイムシ」を提唱する。

なお，体長80mmの抱卵メスでの観察によると覆

卵葉からなる育房は第1～5胸節かけて形成されその抱

卵数は16個であった。そのほか，L"""o"αル"α血e"SjS

(Nunomura，2009）が九州平戸の志々 岐湾から知られ

ている。
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